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の着色が認められる。PD.Ave:5.6mm  BOP:34% TM:0.3 
図 1　症例 1：49 歳男性
上顎前歯部、下顎前歯部から
小臼歯部に至るメラニン色素の沈着
図 2　症例 2：20 歳女性
上下顎前歯部頬側のメラニン色素の沈着
喫煙の歯周組織への影響
Influence of smoking on periodontal tissue
渡辺　孝章＊
Takaaki WATANABE
　図 3　症例 3：36 歳女性
上顎前歯と左右小臼歯に至るメラニン色素の沈着　
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図 5　症例 4：35 歳女性
歯肉の炎症は軽度
図 8　症例 4：35 歳女性
基本治療中、PCR 値 20%　顕著な改善は認められない
図 4　症例 1：49 歳男性
口蓋側辺縁歯肉のロール状の肥厚
図 7　症例 4：35 歳女性
PCR 値 54%　歯周ポケット平均 3.3mm
図 6　症例 1：49 歳男性
PCR 値 12％　歯周ポケット平均 5.6mm
渡辺孝章：喫煙の歯周組織への影響



































図 9　症例 1：49 歳男性
X 線所見とフラップ手術時の所見
特に 6 番の骨吸収が顕著　




図 10　症例 1：49 歳男性
X 線所見とフラップ手術時の所見
水平性の骨吸収が顕著
図 13　症例 1：49 歳男性
X 線所見とフラップ手術時の所見
6 番遠心から 7 番の骨吸収が顕著
図 12　症例 1：49 歳男性
X 線所見とフラップ手術時の所見
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図 15　症例 5:54 歳男性
下顎前歯舌側のタールの沈着が顕著
図 16　症例 6：56 歳男性
下顎前歯舌側のタールの沈着が顕著
a　　　　　　　　　　　　　　 b
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図 18　症例 1：49 歳男性
動的歯周治療終了後 1 年
上顎大臼歯部に再発傾向が認められる
図 19　症例 1：49 歳男性
動的歯周治療終了後 3 年
上顎大臼歯の喪失および下顎右側小臼歯に
顕著な再発が認められる

